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論文　梁貫通 型柱 RC 梁 S 構造接合部 の 構 造 性 能 に 関 す る 実験

黒 田 　洋 r−＊1 ・飯塚 　正 義
＊ 1 ・八 木　敏行

＊ 1

要 旨 ： 筆者 らは フ ェ
ー

ス ベ ア リン グプ レー トと接合部 フ
ー

プ で 構成 され る 簡易な補強方法によ

る梁貫通 型柱 RC 梁 S 構造接 合部 を考案 し，そ の 構造性能 を把握するため直交梁の有無，接合

部補強方 法などを変数 とする十字型柱梁接合部実験を行 っ た。そ の 結果，接合部せ ん断破壊 し

た試験体の 最大耐力は 日米共同構造実験研究の 提案式 を若干修正 した式 で 評価 で きる こ とを確

認 した。また，接合部耐力 の コ ン クリ
ー

ト負担分 を算出 し，柱幅に 対す る有効幅率 を求めた。
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一
変 形関係

1 ．は じめに

　 柱を RC 造，梁を S 造とす る 混合構 造 は構 造

的合理性 ， 経済性 か ら注 目さ れ て い る構造で あ る。

筆者らは施 工 性 を考慮 し，フ ェ
ース ベ ア リ ン グプ

レート （以下 FBP）と接合 部フ
ープで 構成 さ れ る 簡

易 な 補強方法に よ る 梁貫通 型柱 RC 梁 S 構造接合

部を考案し，そ の 構造性能 を把握する ため直交梁

の 有 無，接合部補強方法な どを変数とする十字型

柱梁接合部実験を行 っ た。本報で は，そ の実験結

果 と 日米共同構造実験研究 で 提案 して い る式
D
を

若干修正 した式 との 比較 につ い て述 べ る 。 また，

接合 部耐 力 の コ ン クリ
ート負担分を算出し，柱幅

に対する有効幅率を求め る 。

2．実験概要

2．1 試験体

　 試験体 は 3 階建 て の 建物 の 中柱を 想定し た 十

字型柱梁 接合部 の 1／2 モ デル と し た 計 4 体 で あ る。

試験体
一

覧 を 表
一 1 に ，標準 試験体の 形 状 図 を図

一1 に ，柱梁接合部 の 詳細 を図
一2 に 示す。実験

の パ ラ メ
ー

タ は 鉄 骨 梁 の 鋼 材 種 別 （SS400 ，

SM490 ），鉄骨梁 の フ ラ ン ジ幅（100mm ，150mm），

ウ ェ ブ補強の 程度 （補強なし，補強あ り），直交

梁の 有無 （直交梁なし，両側 に直交梁付 き），接

合部 フ
ー

プ の 形状 （U 字，L 字，角 ス パ イ ラル ），

FBPの 位置 （柱 主筋位置 ，柱 フ ェ
ース ） で あ る。

NO，　 N2，　 S2試験体は 接合部せ ん断破壊 先行型 ，　 DZ

試験体は梁曲げ降伏先行型 とな る よ う設計 した。

使用材料 の 強度 を表
一2に示す。試験体 製作は ま

ず鉄骨 梁 に 直交梁 ，FBPを溶接し，　 NO，　 NZ，
　 D2試

験体は FBPと接合部フ
ー

プを フ レア
ー

溶接 （溶接

有効長 さ 24皿m × 2），S2試験体 は 角ス パ イ ラ ル 筋

を 梁
・
直交梁 に よ り区 画 さ れ る 4 部分 に 個別 に 配

筋す る。そ の 後柱筋 を挿 入 し接合部 フ
ープ と 結束

表
一 1　 試験体

一
覧

≡　　　　　　　　　　 NO 　　　　　　 N2 （標準試験 体）　　　　　　 S2 　　　　　　　　　 D2

梁 の種 別 SM490 SS400

H −300x150 　x 　6．5　x 　9 H −300x100 　x 　6．5　x 　9

柱断面 400mmX400mm

柱 主筋 16−D19（SD345 ）Pg＝2．87鳬 12−D16（SD345 ＞Pg＝1．49、

柱 頭柱脚 目
一D6 ＠50（SD295A ） ローD6 ＠50（SD295A ）柱せ ん 断

補強筋 一般部 ロ ーD6 ＠50（SD295A ）Pw ＝0．32％

交
’

なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 両側 付き

合 卩 ウェ ブ な し 片面 （厚4．5mm ）SS400

合 ロ フ
ープ U 字D6（SD295A ）Pw ＝0．21　 L 字D6（SD295A ）Pw；0，21％ 角 λパイラルD5 （SD295A ） L 字D6（SD295A ）Pw ＝0、21

FBP PL−9（柱 主 筋位 置 ）SM490 PL−9（柱フェ
ー

ス ）SM490PL −9（柱 主 筋 位 置 ）S＄400

ス ラブ なし

彡 合 部せ ん 　　　　
’一
　　　　　　　　　　　　　　梁 曲げ降 伏 先行 型

＊1 不動建設   建築技術 本部　 （正会員）
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図
一1 試験体 形状図（N2 ）

表一2 材料強度 （MPa）

　　
NO　　　　　　　 N2 S2

図一2 柱梁接合部詳細図

10MN 試験機夘 スヘ
ッド

低 　　　 　　 　丁 ，↑ T7 二 収 、　　 ノ

降伏 点 引張 強度
　　　　 r　　　 −
o　　　 　　　　 　　　　 　　　 o

ウェ ブ 322475
フ ラン ジ 282458

SS400FBP252391 止 め 装置

：

・｝、

鋼板 補強ウェブ 350415
o

ウェ ブ 408558 茸

S闇490 フ ラ ン ジ 400550
： o　　　　　　　　　　　　　　o ．ご

　　　 o

ロ
ードセル

　　　 o

オイル

シ諦ッキ
FBP36552 了

D19 主 筋 38了 590
o

　 　ピン

鉄筋 D16 主筋 384599
．

D6 その 他 320539
コン列一ト 圧 縮 強 度 28，9

　10MN 試験機ペ ツド

図
一3 加 力 装置

D2

ブ

層間変形角R（x10
−3rad

．）
100504030201050

−5
−10

−30
−40
−50
　 135791113
　 　 　 　 　 　 　 サ イ ク ル数

　図一4　載荷履歴

し，型枠を配 して 上 下 の 柱 と柱梁接合部 の コ ン ク

リ
ー

トを
一

度に打設 し た。

2，2 加 力およ び変位測定方法

　 加力装 置を図
一3 に 示 す。10MN 構造物 試験機

によ り柱に
・』
定軸力 （163kN）を 与え，柱の 先端部

を ピン 支持 した状態 で 梁先端部を変位制御に よ り

加力した 。 加 力は図
一4 に示すよ うに層間変形 角

が ± （2．5，5，10，20，30，40，50）x10
−srad ．と

な る よう に 正 負繰返し載荷を ：回ずつ 行っ た後，

正方 向 に 100× 10
−3rad ．ま で 単調載荷を行 っ た。

　 変位計 に よ り，層問変形角，柱
・
梁 部材角 ，

柱 の 軸方向変形量，接合部パ ネ ル の せ ん断変形角

の 変位量 を測定 し，ひ ず み ゲ
ー

ジ に よ り鉄筋，ウ

ェ ブ，フ ラ ン ジ ，FBP等 の ひ ず み を測定 した。

3 ．実験結果

　 各 試験体 の 実験 結果 を表
一 3 に．接 合部せ ん

断破壊 し た試験体 の 最終破壊状況を写 真
一 1 に 示

す。接合部せ ん断耐力計算値は表一 3 ドの ＊6 に

示 す よ う に 日米共 同構造実験研究の 提案式
U を 本

柱梁接合部に あわ せ て 若干修 正 して 求 めた。NO ，

N2 ，　 D2 試験体は FBP が柱主 筋位置 に あ る ため，

ウ ェ ブ寄 与分を求 め る際の Dc は FBP 外面間距離

と し た 。コ ン ク リ
ー

ト寄与分 を求める際 の 有効柱

せ い は 最外主筋間距離 （mcd ）と し た。破壊 モ
ー

ド

は想定通 り NO，　 N2，　 S2 試験体が接合部せ ん 断破

壊，D2 試験 体が梁曲 げ降伏 で あ っ た。

3．1NO 言式験 1本

　 接合部せ ん 断丿Jの 最大値 （pQexp ）は層 間変形

角が
一30× 10 ：irad ，時 の 975kN で あ っ た 。 梁せ ん

断力で 比較すると梁，柱 の 終 局耐力時 の梁せ ん断

力計算値 （bQmu，　 cQb） に達す る前に梁せ ん断力

の 実験値の最大値 （bQexp） とな っ て い るため，

接合部せ ん断破壊に よ り最大耐力 に達 した こ とが

わか る。接合部せ ん断耐力計算値 （pQ）は 912kN

で ，実験値 は 計算値 の 1．07 倍で あ る。

　 柱梁接合部の せ ん 断 ひ び 割れ は写真
一 1 （a）に

示 す よ う に 柱梁接合部の 隅 か ら対 角方向 の 隅 に 1申
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表一3　実験結果

計算 値 値

梁 柱 接合部試

験

体

名

　 　 1ず
　 　 　　 　 梁せ ん 断
力 時の 梁
　　　　　　耐 力

寧2
せ ん 断 ガ

1．
bQmu （kN）　 bQ（kN ＞

　 　　 　 　　 　　 　　 　 　、　 耐　 　 13

欝 ：響 讐欝
cQmu （kN ）　 oQ （kN ＞　　 GQb （kN）

滯 驪馨
　 Q （kN）　 　 Qb（kN）

想定 破壊

　形式

　　　　　　　　　　芋合部
梁せ ん 断　接 合部 せ
　 　　 　　 　　 　　 　 せん 断

・突・ 譜 欝
bQ 馴 （kN ）　QOK （kN ）　τ（MPa ）

実験値

　 ／

計 算値
　 拿10

　 　 PP

せん断 破壊　　一一一．．
NO

．興3S2

　 152 　　　 　451
　− F
　 152　　 　　451
．．

152 　 ヨ51

912　 　　 　 104

95臼 「　 rO9
　接合 部

せ ん 断 破壊　．一．一一

112 　　　　　　　9ア5　　　　　　　1B、7
　　　　　　 − −．．
142　　　　　　　1245　　　　　　23．9

146 　 1276 　 24、5
− ．」 「．
100 　 　　 　 −　　 　　 一

1，071

、301

．271

．17

　326　 　 　 318　 　 　 217
　　　．．．．． 「 ．．−
　326　　　　　　318　　　　　　217
　　　　．． ．，、一．．．．
　 326 　　　　　　　　318 　　　　　　　　217
．．．．．−
　 184　　　　　　　　273　　　　　　　　126

　欄 8　…　 115
− 一

　接合 部

せ 々断蟄 嬢

D2

　　．亨．一．一．
86　 i319

　．．
1125 　　 　　 129 梁曲 げ降伏

色 付 きの 部 分 ぱ想定される酸壊形 式を示す 蛎 日 米共 同 構造実 験 研究 提案 式
1

を若 干 修 正 した式 畑 ：ウ ェ ブ厚

祠 鉄 骨の 臨 げに関する材料強度 x 鉄骨の 塑性断面係数 pQ＝Qw ＋Qc＋ Qh ＋qf

岨 鉄 骨の せ ん 断に 関す る材 料強 度 X 鉄骨ウェ ブの 断 面積 ウェブ寄与分

＊ 3 （付1．7−3b）式 2〕

9 （付1．7−2s、4a）（修 正荒 川 meanrt ）
v／

率 5cOmu 、cQ の 最小 値に階高と梁ス パ ン の 比 を乗tた 値

岬 pQ に v／（1
’
u
−
v ）と階高と梁ス パ ン の 比 を衆 じた 瓸

　 　 u ：柱主筋閏距離と梁ス パン 長さの 比

　 　 v フ ラン ジ 芯閣 距離 と階高の 比

杷 粱 せん 断 力 bQexp をー7で除 した値

＋9　τ ニpQexp 〆A 　　〔A＝0．4xBcXm じ d＞

哨 OD2 は 梁せ ん 断力L他は接合部せん 断力で 比較

，

し

（a川 0試験体

　Qw ＝Clx （twxDc ）xsawy

：
コンケリ

ー
ト寄 与分

　Qc ＝OAxC2xC3xBcxmcdxCc σ bxO1 ）xj δ

フ
ープ寄 与 分

　Qh＝0．25xPwxowyxBcxmcd
lS2 試験体は 接合部フ

ープが 4分 割 角 ス パ イラル で

一
体となっ て い ない ため Qh＝Oとする。

ふ さぎ極寄 与分

．Q噺＝0

■

親・
1．
魂

　ト“．瀞

藁
報

　　　（b）N2 試験体

写真一1　 最終破壊状況

Dc；FBP 外 面 間 距 離

BC柱 幅

mcd ：柱 の 最 外 主筋中 心 間距 離

s σ wy カ1 ブの せ ん断 に 関す る材 料強 度

．c σ b ：コンケリートの 材斜強度

σ wy ：接合部フ
ープ の 材料強度

Pw ：接合 部フ
ープの横補 強 筋 比

C 置：ウェプの枸 束 効 果に 関 する係 数（O．9＞

C21FBP の 延 長効 果 の 係 数110｝
C3 ：直交 梁なし＝O．9．直交梁 あ tJ≡1．O
jδ：柱粱接合部の 形状の 係敗（十字 型 ：3）

霜

範
報

　

　
　

　
　「

｝

機
斌

（c）S2試験体

び る ひ び割れ で あっ た。

3，2N2 試験体

　　pQexp は層問変形角が 30× 10
−3rad ．時の 1245kN

で あ っ た。NO 試験体と 同様 で ．　bQmu，　cQb と bQexp

を比較する と N2 試験体 も接合部せ ん断破壊に よ

り最大耐力 に達 した こ とが わ か る 。pQ は 958kN

で ，実験値は計算値 の 1．30 倍であ る 。接合部せ

ん断耐力は表
一3 の 計算式t6 で は 直交梁の効果

を C3 で 示 し，1／0．9倍 （1．11倍）と して い る が，　NO

試験 体と比較する とおよそ 1，Z8倍 で あ っ た。

　　柱梁 接合部の せ ん断ひ び割 れ は初期変形時 に

はNO試験体 と同様な柱梁接合部の 隅 か ら対角方向

の 隅 に 伸び る も の が多 く 生じたが ，変形が大 きく

な る に つ れ柱梁接合部 の 隅 か ら直 交梁 の ウ ェ ブ端

方向 の ひ び割れが多く 生 じた。最終破壊 は 写真一

1 （b）に 示 すよ う に ，直 交梁 が 剛 の ま ま 回 転 し ，

直交梁周辺 の コ ン ク リー トが 圧 壊 した。

3．3S2 試験体

　　層問変形角が 100x10
−3rad ．時に接合部せ ん断

力の 最大値が得られ たが，層間変形が大 きす ぎる

た め こ れ を無視 し，3G× 10
−3rad ．時 の 12T6kNを

pQexp とみ なす 。　 NO試験体 と同様で，　 bQmu，　 c　Q　b

とbQexpを比較 す るとS2試験体 も接合部せ ん断破

壊 によ り最大 耐 力 に達 した こ とがわか る 。 pQ は

1008kNで，実験値 は 計算値の 1．2了倍で あ る。pQexp

はN2試験体と ほ ぼ同じ値で あ っ た。

　　柱梁接合部の せ ん断 ひ び割れ は柱梁接 合部 の

隅か ら直交梁 の ウ ェ ブ端方向 に伸びる方向で あ っ

た。最大耐力を超え たあた りか ら，主 筋 に 沿 っ た

付着 ひ び 割 れ も 生 じ た 。最 終 破 壊 は 写 真
一 1 （c）

に 示 す よ う に，直交梁部分が剛 の まま回転し，直

交梁周 辺 の コ ン クリ
ートか ら破壊し始め た。
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3．4D2 試験体

　 層間変形角が50XlO
−：’
rad ．時 に 梁 せ ん 断力の 最

大値 （bQexp ） 100kN が得 られ ，梁曲げ耐力時の 梁

せ ん断力 の 計算値 （bQmu）86kNの 1．17倍で あ っ た。

5サ イクル 目 に梁曲げ降伏が 生 じた後は柱梁接 合

部 の 変形 が 進展せ ず，ひ び割れ も小 さ い ままで あ

っ た e 図
一5 に 梁せん断カ

ー
層 間変形角関係を示

す。繰返 し載荷 によ る 荷 重低下 も見 られず，15サ

イクル 目 の 梁 に亀裂が生じ耐力が低下する まで 安

定 した 紡錘型の 梁せ ん断カ
ー
層問変 形角関係が得

られた。

4 ．考察

　 接合部せん断破壊 した NO，　 N2，　 S2試験体 の 実

験結果に つ い て 考 察を行 う。

4．1 せん断カ
ー層間変形角関係

　 接合部せ ん断破壊 した試験体 の 接合 部 せ ん 断

カ
ー
層間変形角 関係 を 図

一6 に，正 加力時の包絡

線を 図
一7 に ，等価粘性減衰係数の 推移を図

一 8

に 示す。図
一 6 は 破線 で 計算値 （pQ），●で実験

値 の 最大値 （pQexp ）を示 して い る。い ずれ の試験

体も接合部せん断カ
ー

層間変 形角関係 は逆 S 字型

で ，す べ りを生 じて い る。最大耐力後は繰返 し載

荷 によ り 1害iJ程度 の 荷重低 ドが 生じたが，100 ×

10
．3rad ．時 まで靭性の ある梁せ ん断カー層間変形

角 関係が得 られた。図
一7 に よ る と接合部に せん

断ひび割れが生 じた 5× 10
’
：irad ．時まで は直交梁 の

有無に よ る 差は 小 さ い が，そ の 後 NG試験体は 3 割

弱 接合部せ ん断 力が小 さくな っ た 。 図
一8 の 等価

粘 性減衰定数 も 4 サ イ ク ル （層間変形 角 5× 10
−
」

rad ．） ま で は差が 小 さ い が ， そ の 後若干 NO試験体

の 値が大き くな っ た。っ ま り，接合部せん 断ひび

割 れ発生後，直交梁 の 効果が あ らわ れ る eN2 試験

体 とS2試験体の差異は認め ら れなか っ た。

4．2 変形成分の 割合

　 正加 力時 の 各サ イ ク ル の 最大 荷 重 時 に お け る

変形成分 の 割合 を 図
一9 に 示 す 。ND試験体 は全体

的に接合部 パ ネ ル の 変 形 割 合が少な い 。直交梁の

あ る N2試験体とS2試験体は ほ ぼ同じ割合で ，最大

耐力以降，接合部パ ネ ル の 変形 割合が増す 。こ れ

梁せん 断力（kN）

12

4

一一4
−8
−12

　

　

　

　

　一40−20　0　20　40　60　80100

　　　 層間変形 角R ｛XIO
’3
　rad 、）

図
一5　 梁せん 断カー

　　　　　　層 間変形角関係

接合部 せん 断 力｛kN ）

10050

一50

−100

等価 粘 性減 衰 定数 Heq

0．1

0．

　 O．0

　　層間 変 形 角 R （XIO
’3

　rad ．）

図
一7　 包絡線の比較

接 合部せ ん 断 力 （kN ）

10050

一50100

一40−20　0　20　40　60　80100

　　　層間変 形 角R 〔x10
’3
　rad ．）

　 　 　 （a）NO 試 験 体

　　　　　　　　　　図
一6

　　 　　　　　　　　Cycle

図一8　 等価粘性減衰定数

接 合 部 せ ん 断 力 （kN｝

10050

一50100

　 一40−20　0　20　40　60　80100

　　　 層間 変 形 角 R （XIO
’3rad

，）
　　　 （b）N2 試験体

接合部せん断 カ
ー

層間変形角関係

一尸　尸　

　．L」．

．
　　　　　〒　　一．〒．一　　　　　一

　　　　　　　　ド

　
● pQexp（1276kN−一一

pQ 　 ｛1008kN ）

一4〔｝−20　0　20　40　60　80100
　　　層 間 変 形 角R 〔x10

’3rad
．）

　　　（c ）S2 試験体
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　図一9　 変形成分の 割合
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（a｝NO 試験体　　　（b｝N2 試験 体　　　〔c ｝S2 試験体

接合部 フ
ープ柱せん断補強筋 の ひずみ

　　 一一一一．　 表
一4　 柱梁接合部 コ ンク リ

ー
トの 有効 幅

Qw

Qcexp

゜ 2°° 4°° 6°° 8°° 1°°° 12°° 1
櫑）

図
一11 　 接合部せ ん 断力 の 負担割合

は，柱梁接合部 の せ ん断 力負担割合が増すため，

接合部パ ネル の 変形 も大き くな る と考え られ る。

4，3 接合部フ ープ の ひずみ分布

　 図
一 10 に正加 力時 で 所定 の 層間変 形角時 点

の 柱梁接合部内 の 接合部 フ
ープと柱 の せ ん断補強

筋の ひずみ分布を示す 。 図中の ε yは接合部フ ー

プ，柱せ ん断補強筋 の 降伏 ひ ずみ を示 して い る。

柱梁接合部 内の 接合部 フ
ープは各試験体 と も層 間

変形角が 20XlO
−3rad ．時ま で に降伏 し て い る 。 柱

梁接合部内の 接合部 フ
ー

プ同 士 が直接 接合 さ れ て

い な い N2試験体 で もFBP を介 して せ ん断 力を分担

し て い る こ と が わ か る。ス パ イ ラ ル 筋 が 梁 ウ ェ ブ

に接合さ れ て い な い S2試験体は N2試験体に 比 べ 接

合部 フ
ープの せん断 力負担が小 さい こ とがわか る 。

C2iC3BC 　 Imcd

cm 　：　cmc

σ bj δ ．QcexpcK
索

MPa　　　 kN
NO1 … 09一一．冒 40132．6　｝一一

128 ．9！ 3　 4751，L ．一一一．．．」．．．．．．一ト」0．47
N21 ． 14 °

器：1器 一z箜・一一0．66
S211

一
40． 72310，64

＊11QOOKP ＝cKXC2XC3XBoXmcdXG σ bXOI 　 xj

∴ cK ； Qcexp ／（G2xC3xBcxmcdx （c σ bxO ．1）xj δ ｝

C2，C3．Ba．mcd ．c σ b，　jδは 表一3 の ＊6を参 照

4．4 接合部耐 力の 負担 割合

　 接合部せ ん断力実験値 の 負担割合を 図
一11

に 示 す。ウ ェ ブ，フ
ー

プ の負担分 （Qw，　 Qh） は最

大耐力時 に降伏 して い たため，表
一3の ＊6に示 し

た式で求め られる と仮定 した。コ ン ク リ
ー

トの 負

担分の 実験値 （Qcexp） は接合部せ ん断力実験値

（pQexp ）か らQw，　 Qhを差 し引 い た値 で あ る 。1
’
2

試験体 とS2試験体 の Qcexpを比較 す るとほぼ等 し

か っ た 。 前節で 示 し た と お りス パ イ ラ ル 筋の効果

は 小 さ い こ とも踏 まえ ， 接合部せ ん断耐力 を求め

る際，ス パ イ ラ ル筋 の 効果を考慮 しな い の が妥当

で あ る と 考 え ら れ る。

4．5 柱梁接合部コ ン ク リ
ー

トの有効幅率 （cK ）

　 図
一 11 の Qcexpか ら求めた柱梁接合部 コ ン ク
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一 12 　 日米共同研 究との比較

リ
ー

トの 有効幅率 （cK ）を表
一4 に示す 。 表一3 の

＊6で は柱梁接 合部 コ ンク リ
ー

トの 有効幅率を0．4

と し て い る が ，実験結果に よ る cKは NO試験体 で

0，47，直交梁 の あ る N2，S2試験体 で は 0．66，0．64

とか な り大 き な値 と な っ た 。

5 ．既往の 研究 と実験値 の 比較

5．1 柱梁接合部の 荷重一変形角関係

　 日米共 同構造実験研 究で 提案 して い る 接合部

荷重 一接合 部変形角 関 係
D

（実線 ）と本 実験 結果

（●）の 比較を図
一 12 に示す。実験値 は 層間変形

角が ± （1／200，1／100，1／50，最大耐力点）の 時点

の 値 で あ る 。NO試験体は提案式と実験値が良 い 対

応を示 したが，N2，　 S2試験体 は最大耐 力の 実験値

が計算値 の 1．2了倍，1．30倍 で あるた め，接合部荷

重一接合部変形 角関係に もそ の 差が 生 じて い る 。

5．2 接合部せ ん 断耐力

　 表一3 ＊5で 示した柱梁接合 部 の せ ん断耐 力式

と，既往 の 研究 の 中で柱梁接 合部の補強方法が本

実験 と比較的似て い る実験結果
3N ）5）

の 比較を図
一

13 に 示 す。す べ て柱梁接 合部 で せ ん断破壊 し た

試験 体 で
，

カ バ ープ レー トが な く，FBP，直交梁

が あ り，特殊な 補強を行 っ て い な い もの で ある 。

図中に は本実験 3 体の 結果も 示 して い る。実験値

が 計算値の LOI 〜 1．30倍で 平均は 1．15倍，標準偏

差が O．11で あ りよ い 対応 を示 し た。

6 ．まとめ

　本実験よ り，以下 の こ とが明 らか とな っ た。

  接合部せ ん断耐 力式は 日米共同研究提案式を

150

25100

埋

　 　 50

一30　−20 　−10　　0　　10　　20　　30
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −3
　　　 接 合 部 変 形 角 rp （x1Q 　rad ．）

　　　　 （C｝S2 試験体

　　　　　　　　　 計算値 （kN ｝
図
一 13 　既往の研究との 比較

　 本接 合部補強方 法 に あわ せ て 若干修正 した式

　 で評価で きる 。

  せ ん 断カ
ー

層間 変 形 角 関係は接 合部 せ ん 断 ひ

　 び割 れ 発 生 後 ，直交梁 の 効果 が あ ら わ れ る 。

　 接 合部 フ
ープ の 形状の違 い に よ る 差異 は認め

　 られ な か っ た 。

  柱梁接合部 コ ン ク リ
ー

トの 有効幅率は NO 試験

　 体 で O，47，直交梁 の あ る N2，S2試験体 で は0．66，

　 0．64 と か な り大 きな値 とな っ た。
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